
　
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
エ

ー
ル
」
は
、
福
島
市
出
身
の
古

関
裕
而
を
モ
デ
ル
に
作
ら
れ
た

ド
ラ
マ
だ
っ
た
の
で
私
も
見
て

い
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
中
で
、

明
日
は
ど
ん
な

ド
ラ
マ
に
展
開
す
る
の
か
楽
し

み
の
一
つ
だ
っ
た
。

　
福
島
県
沖
地
震
後
、
仕
事
も

慌
た
だ
し
い
毎
日
だ
が
、
現
場

で
の
お
昼
は
い
つ
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
を
聞
き
な
が
ら
の
昼
食
が

日
課
だ
。
ニ
ュ
ー
ス
が
終
わ
る

と「
昼
の
い
こ
い
」
が
始
ま
る
。

私
が
子
供
の
頃
か
ら
何
気
な
く

聞
い
て
い
た
テ
ー
マ
曲
が
流
れ

て
く
る
。
一
九
五
二
年
か
ら
始

ま
っ
た
放
送
だ
っ
た
。
全
国
各

地
か
ら
の
季
節
の
便
り
や
、
俳

句
に
合
わ
せ
て
音
楽
が
五
曲
流

れ
る
。
古
関
裕
而
が
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
を
作
曲
し

た
の
は
有
名
な
の
で
知
っ
て
い

た
が
、
「
昼
の
い
こ
い
」
の
テ

ー
マ
曲
を
作
曲
し

た
こ
と
を
最
近
ま

で
知
ら
な
か
っ

た
。

　
こ
れ
か
ら
は
こ

の
機
会
に
、
空
い
て
い
る
時
間

を
見
つ
け
て
偉
大
な
作
曲
家
古

関
裕
而
の
足
跡
を
た
ど
り
に
記

念
館
に
出
か
け
よ
う
と
思
っ
て

い
る
。

　
五
月
三
十
一
日
（
月
）
福
島

市
市
民
会
館
三
〇
一
号
室
に
お

い
て
、
福
島
建
設
ユ
ニ
オ
ン
令

和
三
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
　

　
今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
書
面
表
決
書
で
の
開

催
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
第
二
支
部
の
佐
藤
昌

俊
さ
ん
、
第
七
支
部
の
髙
橋
健

一
さ
ん
、
書
記
二
人
、
議
事
録

署
名
人
二
人
、
五
役
六
人
、
専

門
部
長
七
人
、
書
記
局
一
人
の

計
二
十
一
人
の
参
加
で
し
た
。

　
代
議
員
登
録
状
況
、
書
面
表

決
書
回
収
数
、
返
答
状
況
を
佐

藤
書
記
長
が
報
告
し
ま
し
た
。

　
令
和
二
年
度
経
過
報
告
か
ら

令
和
三
年
度
運
動
方
針
（
案
）

は
、
承
認
す
る
五
十
五
人
、
無

回
答
一
人
。
令
和
三
年
度
収
支

予
算
書
（
案
）
は
、
承
認
す
る

五
十
四
人
、承
認
し
な
い
一
人
、

無
回
答
一
人
。
提
出
期
限
五
月

二
十
五
日
（
火
）
に
間
に
合
わ

な
か
っ
た
も
の
二
人
（
無
効
）

が
あ
り
ま
し
た
。

　
質
疑
・
意
見
で
は
、
本
田
会

計
が
二
人
の
代
議
員
の
質
疑
・

応
答
を
読
み
上
げ
た
後
、
参
加

さ
れ
た
役
員
か
ら
承
認
を
い
た

だ
き
、
令
和
三
年
度
定
期
総
会

が
成
立
し
た
こ
と
を
報
告
致
し

ま
す
。

　
今
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
長
引
く
こ
と
に
な
れ

ば
、
繰
越
金
が
過
大
に
な
ら
な

い
よ
う
最
高
機
関
で
あ
る
執
行

委
員
会
で
諮
っ
て
い
く
所
存
で

す
の
で
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

早
く
収
束
し
元
の
生
活
に
戻
れ

ま
す
よ
う
、
皆
様
の
御
健
勝
、

御
繁
栄
を
願
い
令
和
三
年
度
定

期
総
会
の
報
告
と
し
ま
す
。

　
執
行
委
員
長
　
宍
戸
富
雄

２０２１年（令和３年）６月１日 つ ち お と 　　第４６３号（１）

「
エ
ー
ル
」
と
「
昼
の
い
こ
い
」

　
第
七
支
部
　
吉
田 

光
雄

独
り
言
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米
・
英
両
国

が
再
び
感
染
拡

大
の
フ
ェ
ー
ズ

に
入
ろ
う
と
し

て
い
る
。
お
そ

ら
く
人
流
抑
制

策
の
全
面
解
除
が
原
因
だ
ろ

う
。
数
字
を
見
れ
ば
ワ
ク
チ

ン
に
重
症
化
を
防
止
す
る
効

果
が
あ
る
の
は
明
白
。
し
か

し
感
染
拡
大
を
放
置
す
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
ウ
イ
ル
ス
に

変
異
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る

こ
と
に
な
る
。
防
壁
を
突
破

す
る
変
異
株
が
誕
生
す
れ
ば

元
の
木
阿
弥
。
結
局
、
検
査

と
隔
離
、
人
流
抑
制
、
所
得

保
証
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
セ

ッ
ト
で
行
わ
な
け
れ
ば
コ
ロ

ナ
シ
ョ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
日
本
政
府
は
そ
の

す
べ
て
を
な
い
が
し
ろ
に
し

て
き
た
。
最
近
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
本
腰
を
入
れ
て
い
る

よ
う
だ
が
、
五
輪
を
強
行
開

催
す
る
た
め
の
ア
リ
バ
イ
作

り
の
感
を
拭
え
な
い
。

宮下町

《　第７支部：吉井田小学区　》

　渡辺　翔　さん　大　工　21歳

　紹介者：宍戸章治（第８支部）

《　第５支部：余目瀬上小学区　》

　瀬戸　克典さん　ﾌｪﾝｽ工　46歳

《　第２支部：三河台小学区　》

　髙橋　雅弘さん　法面工　56歳

　５月は、３人加入、８人脱退で

現在７７４人の組織です。



　
去
る
四
月
二
十
七
日
（
火
）

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
全
建

総
連
福
島
第
四
回
執
行
委
員
会

が
参
加
者
三
十
二
人
の
各
単
組

の
執
行
委
員
が
集
ま
り
、
全
建

総
連
福
島
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
防
止
対
策
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
県
内
各
単
組
で

九
人
の
組
合
員
と
家
族
が
感
染

（
四
月
二
十
六
日
現
在
）
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
福
島
、
飯

坂
各
一
人
の
感
染
が
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
福
島
県
内
に
お
い

て
も
感
染
者
が
三
千
人
を
超

え
、
各
地
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
市
中
感
染
が
拡
大
し
て
お

り
「
第
四
波
」
と
言
わ
れ
る
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
の
状
況

が
続
く
中
で
、
役
員
、
組
合
員
、

家
族
、
事
務
局
員
を
含
め
誰
で

も
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
感
染
者
に
な
っ
た

場
合
や
濃
厚
接
触
者
に
な
っ
た

場
合
の
就
業
制
限
等
に
つ
い
て

は
、
最
新
情
報
を
自
治
体
や
保

健
所
等
に
確
認
し
て
適
切
に
対

応
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
に

仕
事
現
場
へ
の
出
勤
、
会
議
等

へ
の
参
加
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　
組
織
内
・
外
を
問
わ
ず
、
感

染
者
、
濃
厚
接
触
者
等
に
対
す

る
差
別
や
誹
謗
中
傷
は
、
絶
対

に
行
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

　
全
建
総
連
福
島
と
し
て
は
、

食
事
を
伴
う
会
議
、
会
館
二
階

会
議
室
に
お
い
て
四
十
人
を
超

え
る
規
模
の
会
議
等
は
延
期
ま

た
は
中
止
と
し
ま
す
。
全
建
総

連
本
部
か
ら
の
会
議
、研
修
会
、

県
連
及
び
加
盟
組
合
の
会
議
、

研
修
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
と

し
ま
す
。

　
こ
の
判
断
基
準
以
外
の
場
合

に
お
い
て
の
開
催
時
の
留
意
事

項
は
、
手
洗
い
の
徹
底
、
消
毒

液
の
設
置
、
体
温
測
定
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

励
行
、
換
気
の
実
施
、
席
の
間

隔
を
で
き
る
だ
け
確
保
、
発
熱

等
の
症
状
が
あ
る
方
は
参
加
を

控
え
る
、二
週
間
以
内
に
海
外
、

ま
た
は
国
内
の
感
染
流
行
地
域

へ
の
旅
行
や
出
張
し
た
方
は
参

加
を
控
え
る
等
々
の
注
意
点
で

す
。

　
福
島
県
、
宮
城
県
沖
地
震
に

つ
い
て
、
組
合
員
の
住
宅
被
害

の
報
告
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
が
、
半
壊
八
件
、
一
部
損
壊

百
十
件（
四
月
二
十
六
日
現
在
）

報
告
、
六
月
三
十
日
ま
で
の
受

付
で
見
舞
金
を
考
え
て
い
く
。

　
第
六
十
一
回
全
建
総
連
福
島

定
期
大
会
に
つ
い
て
は
、
加
盟

組
合
の
代
議
員
に
よ
る
書
面
表

決
審
議
と
な
り
、
六
月
九
日

（
水
）
午
前
十
時
よ
り
大
玉
村

「
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
」

で
五
役
、
執
行
委
員
、
大
会
役

員
が
同
席
の
も
と
書
面
表
決
の

集
計
報
告
大
会
開
催
と
な
り
ま

す
。
主
な
会
議
の
内
容
を
抜
粋

し
て
報
告
と
し
ま
す
。

　
　
書
記
長
　
佐
藤
　
武
四

　
五
月
三
十
一
日
（
月
）
午
後

七
時
か
ら
、
福
島
市
市
民
会
館

に
お
い
て
令
和
三
年
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
組
合
の
定
期
総
会
は
昨
年
と

同
様
に
書
面
表
決
形
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
提
出
い
た
だ
い

た
書
面
表
決
書
の
確
認
と
寄
せ

ら
れ
た
質
問
に
対
す
る
執
行
部

の
回
答
を
提
示
す
る
た
め
に
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
出
席
者
は
五
役
、
専
門
部
長

及
び
大
会
諸
役
員
（
敬
称
略
）

と
し
て
、議
長
に
佐
藤
昌
俊（
第

二
支
部
）
、
高
橋
健
一
（
第
七

支
部
）、
書
記
に
大
河
政
一
（
第

三
支
部
）
、
松
田
裕
暉
（
直
轄

地
区
）
、
議
事
録
署
名
人
に
高

野
清
光
（
第
四
支
部
）
、
阿
部

功
（
第
六
支
部
）
で
す
。

　
当
日
は
ま
ず
、
代
議
員
の
登

録
状
況
及
び
書
面
表
決
書
の
有

効
回
答
数
の
確
認
が
行
わ
れ
、

七
十
七
人
の
代
議
員
定
数
に
対

し
七
十
五
人
の
登
録
が
あ
っ
た

こ
と
が
渡
辺
組
織
部
長
か
ら
、

次
に
有
効
回
答
数
及
び
各
議
題

に
対
す
る
承
認
数
が
過
半
数
を

越
え
て
い
る
こ
と
が
佐
藤
書
記

長
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
組
合
規
約
第

七
条
に
基
づ
き
定
期
総
会
の
成

立
と
議
題
の
承
認
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
各
議
題
に
対
す
る
内

訳
及
び
質
問
と
回
答
に
つ
い
て

は
左
記
の
通
り
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
回
答
期
限
を
超
過
し

た
二
通
の
書
面
表
決
書
に
関
し

ま
し
て
は
、
無
効
票
と
し
て
取

り
扱
っ
た
こ
と
を
申
し
添
え
て

お
き
ま
す
。

　
　
　
会
計
　
本
田
　
英
児
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随時対応を協議

書面表決方式の定期総会
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【　代議員登録状況及び書面表決書回収状況　】

　　　　　　支部人員　定数　登録　回収

　・第１支部 （43人）　4人　 4人　 3人　・第２支部 （41人）　4人　 4人　 3人

　・第３支部（130人） 13人　13人　 8人　・第４支部 （84人）　8人　 8人　 5人

　・第５支部 （83人）　8人　 7人　 7人　・第６支部 （51人）　5人　 5人　 5人

　・第７支部 （98人） 10人　10人　 9人　・第８支部 （59人）　6人　 6人　 4人

　・川俣支部 （45人）　5人　 5人　 5人　・飯野支部 （23人）　2人　 2人　 2人

　・直轄地区（118人） 12人　11人　 5人　◇合　計◇（775人） 77人　75人　56人　

【　議題１～６に対する書面表決書返答状況　】　　　　　　　　　　　　　　　

　１．令和２年度経過報告　　　　　承認する　55人　承認しない　0人　無回答　1人

　２．規定改正の報告　　　　　　　承認する　55人　承認しない　0人　無回答　1人

　３．令和２年度収支決算書　　　　承認する　55人　承認しない　0人　無回答　1人

　４．令和２年度会計監査報告　　　承認する　55人　承認しない　0人　無回答　1人

　５．令和３年度運動方針（案）　　承認する　55人　承認しない　0人　無回答　1人

　６．令和３年度収支予算書（案）　承認する　54人　承認しない　1人　無回答　1人

　※ 提出期限5月25日（火）に間に合わなかったもの（無効票）　　2人　　　　　　

【　抜粋　規約第7条（成立と議決）　】

　第７条　総会は、代議員の３分の２以上の出席で成立し、議決は出席代議員の過半数

　　　　をもって決める。可否同数のときは議長が決める。

　　　２　第６条２項（書面表決方式）により総会が開催される場合、代議員３分の２

　　　　以上の登録で成立し、登録代議員の過半数以上の承認書をもって決める。　　

【　定期総会成立の確認　】

　　代議員定数77人に対し登録代議員75人　よって　定期総会は成立　　　　　　　　

【　定期総会議決の確認　】

　　登録代議員75人に対し議題1～5は55人が承認、議題6は54人が承認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よって　定期総会は議決　　　　　　　

【　質疑・応答　】　　　　　

　◇質疑：吉田新蔵代議員（第５支部）より

　　　　令和３年度会計予算（案）予備費について、以上の様な事態発生時を想定し組

　　　合運営基金の積立を行っているので、そちらで対応すべきで、単年度の予備費の

　　　額ではない。ましてや、執行委員長に流用を一任する額ではない。一考を頼む。

　△応答：令和２年度の繰越金に関しましては、ご指摘のように組合運営基金への積立

　　　も考慮致しましたが、組合員への還元という事態も勘案し、機動的な財政支出を

　　　行う余地を残すために予備費へと計上しました。

　　　　なお予備費の支出に関して、「令和２年度収支予算・決算書、令和３年度収支

　　　予算書（案）」では執行委員長へ一任となっていますが、慣例として執行委員会

　　　の承認を経た上で支出を行っておりますので、ご理解の程お願い申し上げます。

　◇意見：氏家美紀夫代議員（第８支部）より

　　　　諸事業の中止に伴う予備費（繰越金）が、過大とならないよう運営に配慮をお

　　　願いします。

　△応答：現在、政府がワクチン接種を進めており、これが順調に推移すれば、随時組

　　　合活動の再開が望めるのではないかと考えております。ただし現実には接種には

　　　遅れがみられるとともに、ワクチンの効果に対しても依然不透明な部分が残って

　　　います。したがって状況を勘案しながら、執行委員会において随時対応を協議し

　　　て参ります。


